
 

 

  

ソニー・太陽は、全社員の約 70 パーセントを障がいのある社員が占める 

ソニーの特例子会社でソニー圏では国内におけるマイクロホン基幹工場です。 

インクルージョン・ワークショップとは、障がいのあるなしに関係なく、ダイバーシティー 

＆インクルージョン（一人ひとりの違いを個性として尊重し、お互いを許容する事で、 

新しいものを生み出す力にすること）を体験することにより、相互理解を深め、 

またソニー・サイエンスプログラムの主旨でもある科学を学び、論理性、好奇心、 

創造力を育むことにもつながるソニー・太陽の特色を生かしたプログラムです。 

今回はペットボトルと牛乳パックで作るヘッドホンに挑戦して頂きました。 

開催日 :201９年８月２4 日 開催地:アクアシティお台場 

主 催  :ソニー・太陽株式会社／後援:公益財団法人ソニー教育財団 

参加者 :18 名 

指導員 :ソニー・太陽株式会社８名 

         ソニー・エクスプローラサイエンス 3 名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペットボトルは意外に硬く、年齢によっては難しい作業になります。 

 

簡単に会社概要の説明を行い、初めて出会うお友達なので、みんなで自己紹介をしました。 

 

使用する部品と道具 

 

ペットボトルの底を丸く切る為、型紙シールを切っています。 

 

今回のペットボトルはサイズが小さい為、 

一番小さな円を丸く切った型紙シールを貼っています。 
型紙シールを参考にマジックで○を書き、 

ペットボトルを切っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間に限りがありますので、スタッフのフォローも真剣です。 

 

みんなで記念撮影! 

 

無事に音が鳴り、子ども達も嬉しそうです。 

 


